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J・・CST お よび S−CST 養成プ ロ グラム の 展開

　　　　　　 　　　　　　　 　 野 々 山清

　　　　　　 　　　　　 名城大学教職セ ン タ
ー

【Se−
一
ワー

ド】CST 養成プ ロ グ ラ ム
， 大学 ・大学院教育、現職教育、理 科教育

1　 CST 養成プ ロ グ ラム

　 愛知 教育大 学、名城大学 と愛知県 教育委 員

会 が連携協力 し て 、大学 ・大学院教 育と して

の ジ ュ ニ ア ・
コ ア ・サイ エ ン ス テ ィ

ーチ ャ
ー

（J−CST ）と現 職教育と して の シ ニ ア ・
コ ア ・

サ イ エ ン ス テ ィ
ー

チ ャ
ー （S−CST ）の 育成 プ ロ

グラ ム を 開発 し実施 し て い る 。

（1 ） J − CST （初級）

　 名城大学理 工 学部及 び 農学部教職課程履修

者 を対 象 と し た CST 養成 プ ロ グ ラ ム で ある 。

　 J−CST （初級 〉修 了条件は 、次 の 3 点で あ る 。

  　中学校理 科教員免許 取得に必 要な授 業科

　 目を受講 し 、中学校理 科教員免許 を取得す

　 る こ と。

  J−CST （初級）選 択 科 目 を 2 単位以 上 修 得

　す る こ と。

選択科 目 ： 理 科指導論 、サイ エ ン ス ・ボ ラ ン

　 テ ィ ア 入 門 1 ・且 、探究活動 入 門 1 ・且

  　校外 研 修 を 5 単位 時 間以 上 （1 単位 時 間

　 は 90 分）受講す る こ と 。

（2 ） J − CST （上 級）

　愛知教育大学大 学院理科教育専攻 の 大学院
生対 象 の CST 養成 プ ロ グ ラ ム で あ る 。 理 科

教育に 関す る専門的な教育 と研 究を 通 し て 、
小 、中学校 に お ける理 科 の 学習指導や教材研
究、授 業研 究な ど に 関す る資質能力 の 育成 を

図 っ て い る。理 科教育 の 理 論 面 の 強 化 と と も

に実 践面で の 強化充実を 図 っ て い る。
必 修科 目 ： 理 科 カ リキ ュ ラ ム 論 、理 科教育方

　法論 1 、理 科授業研 究特論 1 、理 科教材論

　 1、理 科授業研究 1 〜IV
選択 科 目 ： 理科教育史特 論 、理 科教育方法論

　 H 、理 科授業研 究特 論 H 、理 科教 育方法論

　演習、理 科教材 論 H 、理 科教育特論演習

（3 ） S − CST

　市町村教育委 員会か ら推薦 され た 教員 対象
の CST 養 成 プ ロ グ ラ ム で ある。提携 1 年 目
は 拠点 の 構 築や CST の 選 定等 の 研 修 開始 の

た め の 準 備 を行 っ た 。提 携 2 年 目か らは 、 2
年間で 120 時間相 当 の 研 修 を受講 し CST に

修 了認定 して い る。 2 年間で 計画 的に修 了 で

きる よ うに プ ロ グラ ム をA 〜D の 4 区分 に 分
け て い る。

  　研修 A 〔研 修 1 年 目〕

　 日数 ： 5 日間 （県総合教育 セ ン ター）

　内容 ： 講義 、実験 ・観察実習 、教材 開発 等
  　研 修 B 〔研修 1 年 目〕

　 日数 ： 6 日間 （所属校で 1 日 3 時間）

　 内容 ： 授業実践 、研 究授業 （所員訪 問）等

  　研修 C 〔研 修 2 年 目〕

　 日数 ： 8 日間 （県総合 教育セ ン ター他）

　内容 ： 論文 作成 、研修 の 運営、研 究授 業等

  　研修 D 〔研修 1 ・2 年 目〕

　 日数 ： 3 回 以上 （科学館等）

　 内容 ： 科学館研 修 、 フ ィ
ー

ル ドワ ー
ク等

2　 大学と教育委 員会 が連携 した養成
  J−CST 養成授 業の 一部 で愛知 県教育セ ン

　 タ ー所員及 び S−CST 受講者 が 講師 とな っ

　た。ま た
、 愛知 教育大学理 科教育講座 教員

　 お よび名城 大学 教員 が、S−CST 養 成研修 の

　
一

部 を担 当 した 。

  　S−CST 養 成研 修を愛知 県教育セ ン タ
ー

だ

　け で なく、愛知 教育大学お よび名城大学を

　会場 とし て 実施 した。

  　S−CST 養 成研修 に J−CST 受 講学生 が参加

　 し、現職教員か ら学ん だ。
  S−CST 受講現職教員 と J−CST 受講 学生 が

　合同 で 、 フ ィ
ール ドワ ー

クに参加 し、
一

緒

　に研 修 す る と ともに 、交 流 を深 めた。
3 　 修了者数 と進路

（1 ）修了者数

　平成 23 年度修 了者 は 、J−CST （上級）2 名で

あ っ た 。 平成 24 年度修 了者 は 、S−CSTI6 名 、
J−CST （上級＞3名 、J−CST （初級）18 名 で あ っ た 。
（2 ）J−CST 修了 者 の 進路

  　J−CST （初級）修 了者 の 進路

　平成 24 年度修 了者 18 名 中 12 名が 中学校

理 科教員 に な っ た 。正 規採 用 5 名 （愛知 県 3
名 、名古屋 市 2 名 ）、講師 7 名 （愛知県 5 名 、
名 古屋 市 1名 、岐阜県 1名）で ある。
  J−CST （上級）修 了者 の 進路

　平 成 23 年修 了者 2 名 （1 名は 県内 高等学

校 に採用、他 の 1 名 は CST 教育委 員会以 外

の 地域 に小学校教員 と して 採用 され た）。

　平成 24 年度修 了者 3 名 の うち 、 愛知県内
の 中学校 へ 1名 、小 学校 へ 2 名採用 された。
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